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 新宿駅といえば、山の思い出が蘇ってくる。山岳部

時代に、新宿駅から何度も夜行列車に乗った。当時は

東海道線、上越線、それに中央本線に夜行の普通列車

が走っていた。特に上越線夜行の長岡行きと、中央本

線夜行の長野

行きは、「山行

列車」と言われ

るほど、登山者

で一杯だった。 
 図は、昭和

50 年当時の中

央本線下りの

時刻表（抜粋）

である。深夜発

の夜行急行が

何本も出てい

る。夏休みや週

末には更に増

発された。いず

れも、松本に早

朝に到着する

ダイヤである。

北アルプスを

目指す人々が

好んで乗った

夜行列車だ。 
その急行が

去ったあと、日

付が変わる 5
分前の 23時 55
分に出発する

のが、長野行き

普通列車であ

る。あらゆる意

味で、ものすご

い列車だった。 

 
 これが長野行き夜行列車「441M」である。「M」は

電車を意味する。山のシーズンにはものすごい混雑な

ので、座席を確保するには、何時間も前から並ばない

といけなかった。やっと乗ったと思っても、通路まで

山を目指す人やキスリングで一杯で、東西線のラッシ

ュ並みだった。中には床に寝ている人もいる。そこに

通勤客も混ざって、いざこざも絶えなかった。 
 大月、塩山、甲府、小淵沢などで、大勢の人が降り

る。それぞれ「三つ峠」「大菩薩」「南アルプス」「八

ヶ岳」などを目指す人々だ。私は松本まで何度も乗り

とおした。登山の前にすっかり疲れてしまった。もち

ろん、今はこんな列車は走っていない。週休二日制が

定着し、土日にかけて登山する「夜行日帰り」などと

いう方法は、すっかり衰退してしまったのだ。 

 

 先日、久しぶりに中央本線に乗る機会があった。特

急「スーパーあずさ号」である。「あずさ」とは、上

高地を流れる「梓川」から命名されたもので、もう 50
年近く走り続けている名門特急だ。私は茅野まで乗っ

たのだが、途中３駅しか停車しない。新宿～茅野間は

わずか２時間２分。当時夜行 441M で７時間 15 分も

かかっていたのだから、夢のような俊足ぶりだ。 


